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企業価値向上に
向けた取り組み

PBR1.0倍超の定着に向け、 ROEの持続的な向上を目指す

➢ 各種施策の進捗は良好。資産規模・顧客基盤を活かした収益力の強化を継続

➢ 2026年度の配当予想は前期比40円増配の150円、併せて100億円の自己株式取得を実施

連結当期純利益は過去最高、ROEは大幅に改善し中期経営計画目標を達成

中期経営計画最終年度の経営指標目標を上方修正

➢ 利回り改善を主因に資金利益が増加し、コア業務純益は前期比265億円増加

➢ 連結当期純利益は前期比198億円増加の588億円、ROEは2.61%改善の8.66%

➢ ROE：8％台→8.5％ 連結当期純利益：550億円→650億円 OHR：50％台→40％台後半

➢ 各経営指標の長期目標、一部のKPIも上方修正

2026年3月期
決算概要

中期経営計画の
見直し

サマリー
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214 230 

390 

業績予想
560 

588 

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

3.52% 3.66%

6.05%

8.66%

ROE

前期比

コア業務粗利益 1,720 302 1,418

資金利益 1,415 290 1,125

役務取引等利益 273 7 266

経費（△） 900 37 863

   （参考）OHR 52.33% △ 8.57% 60.90%

コア業務純益 820 265 554

有価証券関係損益 △ 81 △ 100 18

与信関係費用（△） △ 55 △ 131 75

経常利益　　 【780】 807 291 516

法人税等（△） 207 64 143

当期純利益 【560】 588 198 390

2024年度連結（億円）
業績

予想
2025年度

前期比

コア業務粗利益 1,604 287 1,317

資金利益 1,420 284 1,135

うち貸出金利息 1,234 270 964

うち有価証券利息 421 131 290

役務取引等利益 183 △ 4 188

その他（国債等債券損益除く） △ 0 6 △ 7

経費（△） 831 33 797

（参考）OHR 51.82% △ 8.72% 60.54%

コア業務純益 772 253 519

国債等債券損益 △ 290 △ 206 △ 83

実質業務純益 482 46 436

与信関係費用 (△) △ 62 △ 131 68

株式等損益 208 108 100

経常利益　　 767 294 472

特別損益 △ 8 △ 29 21

法人税等（△） 194 62 132

当期純利益 564 203 361

２行合算（億円） 2025年度 2024年度

資金利益や役務取引等利益が堅調に推移し、連結コア業務純益は265億円増加。与信関係費用の減少等もあり連結当期純
利益は前期比198億円増加（同＋50.7％）の588億円と過去最高益での着地。ROEは2.61ポイント改善の8.66％。

＜ 連結当期純利益(億円)＞

前期比
+50.7%

55

損益概要（連結・2行合算）
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554 

820 

290

7 4
37

2024年度 2025年度

貸出金利息
有価証券利息
預金利息
その他

人件費
物件費
税金

トップライン[コア業務純益] 増減要因 (億円) ボトムライン[当期純利益] 増減要因 (億円)

+268
+138
△188
+ 72

390 

588 

265

100 
131

29

64

4

2024年度 2025年度

資金利益

役務取引等
利益 その他 経費 コア

業務純益
有価証券
関係損益

与信関係
費用

法人税等

その他

△12
△21
△3 株式等損益 + 109

国債等債券損益 △209

負ののれん発生益
のれん償却費
退職給付費用
その他

△24
＋8
＋5
＋6

特別損益

退職給付信託解約益
移転補償金
固定資産処分損
減損損失

△29
△7
＋4
＋4

損益概要 増減要因（連結）
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0.932% 0.962%
0.975%

1.032%
1.118% 1.147% 1.164%

1.260%

0.020% 0.045% 0.083% 0.111% 0.165% 0.179% 0.192% 0.244%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

貸出金利回り 預金等利回り

△ 95 △ 135 △ 252
△ 457

826 838 964 
1,234 

217 237 
290 

421 

56 58 
132 

221 

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

その他

有価証券利息

貸出金利息

資金利益（億円）

2025年度
前期比

2025年度
前期比

2025年度
前期比

資金利益 1,420 284 833 210 587 74

うち貸出金利息 1,234 270 666 169 568 100

　平残 105,245 6,517 59,818 5,208 45,427 1,309

　利回り 1.17% 0.20% 1.11% 0.21% 1.25% 0.19%

うち有価証券利息 421 131 351 122 70 8

　平残 21,727 1,242 12,709 832 9,018 410

　利回り 1.94% 0.53% 2.76% 0.84% 0.78% 0.07%

うち預金利息（△） 280 189 165 111 114 77

　平残 143,698 2,973 81,348 2,008 62,349 965

　利回り 0.19% 0.13% 0.20% 0.14% 0.18% 0.12%

北陸銀行 北海道銀行
2行合算 ＜セグメント別貸出金利回り（円貨・四半期毎）＞

貸出金・預金残高の伸長に加え、利ざやの拡大により資金利益は前期比284億円増加（同＋25.1％）の1,420億円。

調達

運用
1,005

預金・貸出金 利回り推移（四半期毎）

0.912% 0.958% 1.025%
1.109%

1.212% 1.219% 1.246%

1.374%

1.431% 1.432% 1.438% 1.465% 1.479% 1.534% 1.536% 1.538%

0.212% 0.264% 0.303% 0.371%
0.475% 0.523% 0.554%

0.654%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

事業性 個人ローン 公金

998
1,135

1.016%

0.921%

1,420 前期比
+25.1%

2025年度2024年度

2025年度2024年度

【 2行合算 】 【 2行合算 】

資金利益
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＜法人コンサルティング手数料（億円）＞

前期比

305 12 292

2行合算　　（①＋②＋③） 183 2 181

183 △ 4 188

  役務取引等収益 365 2 362

 うち受入為替手数料 94 0 94

 うち投信・保険関係手数料 58 △ 0 58

 うち私募債・シンジケートローン 25 △ 0 26

 うちビジネスマッチング 15 0 14

181 7 174

 うち支払為替手数料（△） 11 1 10

 うちローン保険料・保証料（△） 141 4 137

  特定取引利益・・・② 1 0 1

△ 1 6 △ 8

※特定取引利益…特定金融派生商品収益等、その他業務利益…外国為替売買損益、金融派生商品収益等

(主要子会社の状況)

ほくほくコンサルティング 18 8 9

ほくほくTT証券 23 1 22

北銀リース 11 1 9

北陸カード、道銀カード 49 0 48

2024年度

  その他業務利益（除く5勘定尻）・・・③

非資金利益

  役務取引等費用（△）

FG連結

  役務取引等利益・・・①

2025年度

非資金利益（億円）

23 22 26 25

15 14
15 20

9 12
14

1547 49

56
62

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

ビジネスマッチング

M＆A・事業承継・

その他コンサル

私募債・シンジケー

トローン

27 27 30 31

30 30 28 26

21 27 29 33

79
85 88 92

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

ほくほくTT証券

保険関係手数料

投信関係手数料

＜個人コンサルティング手数料（億円）＞

法人・個人ともにコンサルティング手数料が堅調に推移。連結ベースの非資金利益は前期比12億円増加の305億円。

[2行合算＋ほくほくコンサルティング]

[2行合算＋ほくほくTT証券]

非資金利益
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△ 33 △ 21

6

△ 61

110

8

61 

77

△ 12

68

△ 62

個別貸倒引当金・

その他

一般貸倒引当金

362 370 379 389

329 337 352 373

56 67 65 68
747 775 797 831

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

税金

物件費

人件費

62.39%
65.24%

60.54%
51.82%

OHR

前期比 前期比 前期比

経費 831 33 442 22 388 11

　人件費 389 9 211 5 177 3

　物件費 373 21 194 13 178 7

　税金 68 3 37 3 31 0

北海道銀行
2行合算

北陸銀行

2025年度 2025年度 2025年度
前期比 前期比 前期比

△ 62 △ 131 △ 31 △ 50 △ 31 △ 80

一般貸倒引当金繰入 △ 61 △ 68 △ 46 △ 66 △ 15 △ 2

個別貸倒引当金繰入

・その他
△ 0 △ 62 15 16 △ 15 △ 78

与信関係費用

北海道銀行
2行合算

北陸銀行

2025年度 2025年度 2025年度

与信関係費用（億円・％）

経費は人的投資やシステム投資により増加したが、トップラインの上昇によりOHRは50％台前半へ改善。
与信関係費用は引当率の低下などにより貸倒引当金が減少。

経費・OHR（億円・％ ）

2024年度 2025年度2023年度2022年度

0.08%

△0.01%

0.06%

△0.05%

与信関係費用比率

【 2行合算 】【 2行合算 】

経費・与信関係費用
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375 314 318 213 

1,684 1,674 1,706 
1,578 

132 114 109 
117 

2,190 2,102 2,133 
1,907 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

破産更生債権等

危険債権

要管理債権

10

2.23% 2.14% 1.99% 1.74%

5,275 5,408 5,702 6,063 

322 268 
214 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

優先株(※)

株主資本

9.49% 9.40%

10.15% 9.79%

連結自己資本・比率（億円・％）

※ 2025年４月1日、第5種優先株式を全部取得しております。

金融再生法開示債権・比率（億円・％）

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

北陸銀行 2.67% 2.57% 2.24% 1.90%

　破産更生債権等 89 78 61 73

　危険債権 1,067 1,076 1,051 996

　要管理債権 258 208 232 128

合計 1,413 1,362 1,344 1,197

北海道銀行 1.72% 1.64% 1.67% 1.52%

　破産更生債権等 43 36 48 44

　危険債権 617 599 655 582

　要管理債権 117 106 86 85

合計 777 740 789 711

2025年4月に優先株式を全部取得。また、貸出金の伸長に伴いリスクアセットは増加したが、自己資本の積み上げにより
自己資本比率は9％台後半を確保。

【 2行合算 】

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

FG連結 9.49% 9.40% 10.15% 9.79%

　自己資本 5,702 5,797 6,051 6,080

　リスクアセット 60,044 61,630 59,597 62,055

北陸銀行 9.06% 9.12% 10.08% 9.65%

　自己資本 3,205 3,345 3,514 3,653

　リスクアセット 35,354 36,651 34,847 37,853

北海道銀行 8.99% 8.97% 9.37% 8.76%

　自己資本 2,167 2,194 2,227 2,037

　リスクアセット 24,102 24,460 23,773 23,257

自己資本比率・金融再生法開示債権
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232 

516 

807 
890 

230 

390 

588 620 

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

（予想）

連結経常利益

連結当期純利益

前期比

経常利益 890 82 807

当期純利益 620 31 588

2025年度

実績

2026年度

業績予想

2026年度 通期業績予想（億円）

貸出金利息や非金利収入等の本業利益が堅調に推移することが見込まれ、連結経常利益は前期比82億円増加の890億円、
連結当期純利益は前期比31億円増加の620億円の計画。

前期比

コア業務粗利益 1,730 125 1,604

経費（△） 915 83 831

コア業務純益 815 42 772

与信関係費用（△） 60 122 △ 62

経常利益 830 62 767

当期純利益 575 10 564

2026年度

業績予想

2025年度

実績

【 連 結 】

【 2行合算 】 【 北陸銀行 】 【 北海道銀行 】

前期比

コア業務粗利益 1,030 72 957

経費（△） 495 52 442

コア業務純益 535 20 514

与信関係費用（△） 35 66 △ 31

経常利益 555 38 516

当期純利益 385 0 385

2026年度

業績予想

2025年度

実績 前期比

コア業務粗利益 700 53 646

経費（△） 420 31 388

コア業務純益 280 21 258

与信関係費用（△） 25 56 △ 31

経常利益 275 23 251

当期純利益 190 11 178

2026年度

業績予想

2025年度

実績

業績予想
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46,797 
50,000 

2026/3期実績 2028/3期目標

中期経営計画の進捗状況（主要KPIの状況）

第6次中期経営計画（2025年4月～2028年3月）「NEXT STAGE」

【戦略のエンジン】

金融・非金融の融合による
課題解決力の深化

持続的な成長を支える
経営基盤の強化

多様な人材が活躍し
活力あふれる企業文化の定着

143,875 
150,000 

2026/3期実績 2028/3期目標

1,161 
1,400 

2026/3期実績 2028/3期目標

預金平残

アプリユーザー数

ソリューション人材

3,530 

12,000 

2026/3期実績 2028/3期目標

858 

2,200 

2026/3期実績 2028/3期目標

SX/GX関連投融資額（累計）事業性融資貸出平残

ソリューション支援件数（累計）

27.8%

30.0%

2026/3期実績 2028/3期目標

3.58

2026/3期実績 2028/3期目標

女性管理職比率 エンゲージメントスコア（5段階評価）

2,261 

2,500 

2026/3期実績 2028/3期目標

74

250

2026/3期実績 2028/3期目標

キャリア採用者数（累計）

27,396 

30,000 

2026/3期実績 2028/3期目標

預かり資産残高（資産3,000万円以上先）

政策保有株式の連結純資産に対する比率

22.3%

2026/3期実績 2028/3期目標

20%未満

年度計画比
▲250億円

年度計画比
+230億円

年度計画比
+173件

年度計画比
+20千人

年度計画比
▲125億円

年度計画比
+1,396億円

年度計画比
+61名

年度計画比
▲6名

2026年3月期
実績

2028年3月期
目標前期比

① 連結ROE 8.66％ +2.61％ 8.5％

② 連結純利益 588億円 +198億円 650億円

③ 連結自己資本比率 9.79％ ▲0.36％ 10％台

④ OHR（2行合算） 51.82％ ▲8.72％ 40％台後半

※M&Aアドバイザリー業務・経営コンサルティング業務・DX支援件数 ※従業員向けのエンゲージメント調査結果における
5段階評価の平均値

前年水準以上

年度計画比
+1.8％

（億円）

13

前期比
+0.11ポイント

前期比
▲1.7ポイント

（億円）（億円）（億円）

（件） （千人）

（名） （名）
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中期経営計画の見直し

ROE 10％

自己資本比率 10～11％台

当期純利益 800億円

OHR（※） 50％程度

地域のありたい姿

（当初長期目標）

1．潤いと活気あふれる地域
2．活力ある地域産業に

支えられた豊かな地域
3．SX/GX先進地域

当社の目指す姿

地域のお客さまの繁栄への貢献

バックキャスト

堅調な業績推移を踏まえ経営指標目標を上方修正

第6次中期経営計画(2025～2027年度)

地域のありたい姿や当社の目指す姿を実現するため
「地域・お客さまの課題解決」と「当社の企業価値向上」

を共に実現する期間

経営指標
当初目標

（2027年度）
修正後目標

（2027年度）

ROE 8%台 8.5%

当期純利益 550億円 650億円

自己資本比率 10％台 10％台

OHR（※） 50％台 40%台後半

当初長期目標 修正後長期目標

10% 11%

800億円 900億円

10～11％台 11％台

50%程度 40%台前半

※OHRは2行合算
2025年度に0.75％に引上げ
以降据え置き

2026年度：0.75％
2027年度：1.00％

政策金利前提
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<コストコントロール>

P.25～26

390
550

470

150

40

15

中期経営計画の見直し

（単位：億円）

900

ROE 6.05％

修正分

経費

貸出金
利息

有価証券
利息

+130

+140

預金利息

その他

+70
非金利
収入

+5

その他

▲300

▲190

▲140
▲40

▲170

▲15

110

650
+100

610

280

180

490

45

180

185

資金利益の更なる拡大と適切なコストコントロールにより収益力向上を目指す

2025/3期
実績

2028/3期
目標

長期目標

地域の
ありたい姿

更なる
企業価値の向上

8.5％

目指す姿

上方修正 11％上方修正

上方修正

上方修正

<収益力向上>

P.19～24

上方修正後の利益成長イメージ（連結当期純利益）



企業価値向上に向けた取り組み

16
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281 211 243 202 213 205 214 230
390

588

2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

足元の株主資本コスト（CAPM※1）
8%～9％

0.43 0.34 0.27 0.23 0.23 0.20 0.21 
0.38 

0.50 

0.97 

2017/3末 2018/3末 2019/3末 2020/3末 2021/3末 2022/3末 2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

17

※1 CAPM＝国債金利＋β×TOPIXリスクプレミアム※当社基準で算定 ※2 ROE(連結、株主資本ベース)    =連結当期純利益(優先株式配当控除後)/(期首株主資本(優先株式除く)+期末株主資本(優先株式除く))/2

●ROE（当社基準※2）

●ROE（東証基準）

■連結当期純利益（億円）

マイナス金利政策導入 マイナス金利政策解除

ROEの推移

PBRの推移

PBR・ROEの推移

6.08 

4.32 
4.85 

3.87 4.01 3.78 3.88 4.10 

6.84 

9.91 

5.10 

3.61 4.04 3.35 3.51 3.29 3.52 3.66

6.05

8.66 

PBR1.0倍超の定着に向け、 ROEは資金利益の増加を主因に着実に改善
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PBR改善に向けたロジックツリー

財務レバレッジ
コントロール

RORA改善

PBR
改善

期待成長率向上

ROE向上

PER向上

株主資本コスト
の引き下げ

計画
2026年3月期

実績

18

5.0兆円

15.0兆円

2,200件

3.0兆円

40%台後半

20%未満

40%目途

2,500名

30.0%

12,000億円

140万人

250名

前年水準以上

4.6兆円

14.5兆円

2.7兆円

51.82%

22.3%

39.5%

3,530億円

2,261名

27.8%

116万人

74名

3.58 (前年比+0.11)

主要KPI

事業性貸出平残

ソリューション
支援件数（累計）

預かり資産残高

預金平残

OHR

政策保有株式
(連結純資産対比)

普通株式総還元性向

ソリューション人材

SX/GX関連投融資
（累計）

女性管理職比率

エンゲージメントスコア

キャリア採用者数
（累計）

アプリユーザー数

資金需要の創出による貸出増強
適切なリスクリターンの確保

非資金利益の増強

政策保有株式の縮減
株式売却益の戦略的な活用

適切な経費コントロール
戦略的投資・人的資本への投資

安定的な株主還元の実施
機動的な自己株式の取得

システム・人的資本への戦略的
な投資の継続

地域社会・環境課題の解決

株主・投資家との対話の強化

預金調達の強化
預かり資産残高の拡大

収益力向上

コスト
コントロール

株主還元の強化

経営基盤強化

サステナビリティ
経営

情報開示の充実

×

資本の最適配分

P.19～21

P22、24

P23～24

P25～26

P27

P31～32

P28

P30×

858件
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顧客接点強化と地域課題の解決力向上により
Market Shareを更に高め、圧倒的存在感と
安定的な収益基盤の確保につなげる

Market Chanceが見込まれる道央地区を
中心に次世代産業等への取り組みによって、
中長期的な収益機会の確保を目指す

歴史ある店舗と長年の取引で築き上げた
顧客基盤を活かしながら、人員を戦略的に
配置することで、Market Sizeを最大限に
活用し、収益の確保を目指す

45,690 47,463 

30,833 31,965 

28,250 27,740 

104,774 107,168 

2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末

公金

個人ローン

事業性

収益力向上～貸出金の増強

マーケット特性に応じた戦略の展開により残高増強を図る

貸出金残高（億円）

25,143 
26,220 

2025/3末 2026/3末

33,354 
33,841 

2025/3末 2026/3末

15,757 
16,635 

2025/3末 2026/3末

良質な貸出金の
積上げを図る

ストラクチャードファイナンス
平残（億円）

➢ FGにストラクチャードファイナンス部を設立し、
グループ一体運用の強化を図る（2026年6月予定）

ストラクチャードファイナンスの強化 半導体関連投融資の強化

単位:億円
サプライチェーン※1 まちづくり※2 計

件数 金額 件数 金額 件数 金額

関連融資 255 727 843 1,036 1,098 1,763

※１ 半導体関連融資：当社グループ定義
※２ まちづくり：半導体関連産業に付随して発生する不動産・アパートへの融資

2023年2月～2026年3月末までの累計実績

➢ 2026年3月Rapidus社へ50億円の出資を実施
➢ 広域ネットワークを活かし半導体関連企業への成長支援を強化

774 

1,644 

2026/3期 ・・・ 2028/3期

北陸

東京・大阪・
名古屋ほか

北海道

北陸SF室 北海道SF室

19

運用方針・予算管理の策定
基準・ガイドラインの策定

事業性・個人ローン計（億円）
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30%

8%

8%30%

7%

13%

4%

収益力向上～貸出金の増強

20

金利感応度上昇を通じて、資金利益の伸長余地が拡大

37%

7%
9%

28%

6%

11%
2%

貸出金の金利別内訳

■市場金利連動

■短プラ・長期プラ連動

■その他変動

■固定（1～3Y）

■固定（3～5Y）

■固定（5～10Y）

■固定（10Y超）

➢ 市場金利連動貸出の伸長により金利感応度は上昇

2025/3末

2026/3末

76%

81%

前期比
+5pt

2025/3末

計画見直し前
メインシナリオ 430億円増加

計画見直し後
メインシナリオ 580億円増加

2028/3期

資金利益への影響

2025/3期

政策金利前提 2025年度 2026年度 2027年度

計画見直し後
2025/12

0.5% ⇒ 0.75%
0.75% 1.00%

計画見直し前
2025/7

0.5% ⇒ 0.75%
0.75%

資金利益 +150億円

【金利前提に基づく影響イメージ】

（資金利益の増加イメージ）

➢ 貸出金の堅調な増加や金利感応度の上昇に加え、政策金利
見通しの変更により、約150億円の増収影響

※資金利益の増加額は2025/3期末対比
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1.33%
1.49% 1.41%

1.94%

利回り

11,198 10,769 

15,283 
12,280 

2,836 2,815 

3,643 

4,028 
2,100 2,193 

2,136 

2,403 2,331 2,053 

1,988 

2,277 18,467 17,832 

23,051 
20,989 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

投資信託等

国内株式

外国債券

国内債券

4.99 
3.95 

2.68 

1.61 

5.22 

2.59 
2.37 

2.57 円建債券

外貨建債券

21

運用方針 適切なリスク管理の実施

金利上昇時の有価証券評価損益への影響

➢ FG一体での戦略策定とリスク管理を通じて運用の高度化を図り、
安定的な収益を確保するポートフォリオを構築

➢ 金利リスク量やデュレーションに配慮しリスク管理を図りつつ国
内金利の上昇を見極めながら、中・長期ゾーンへの投資も検討

残高・利回り推移（億円、％）

△ 76 △ 129
△ 368

△ 232

△ 353
△ 128

△ 71
△26

1,025 
1,235 

1,091 
1,383 

△ 156

△ 90

△ 120

20

439 

887 
531 

1,144 

投資信託等

国内株式

外国債券

国内債券

パラレルに100bpv
上昇した場合の影響試算値

円債 外債
米ドル/円
換算レート

2026年3月末基準 ▲209億円 ▲101億円 159.88円

2025年3月末基準 ▲401億円 ▲84億円 149.52円

上段：債券デュレーション（繰延ヘッジ考慮後）（年）

下段：評価損益（繰延ヘッジ損益考慮後）（億円）

2025/3末 2026/3末2024/3末2023/3末

収益力向上～有価証券運用

金利リスクの抑制と安定的な収益確保の両立を目指したオペレーションを継続
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22収益力向上～預金の獲得

リアルとWEBの双方で利便性の向上を追求し、更なる預金獲得を目指す

22

預金・NCD残高（億円）

150,000

62,275 64,391 

2025/3末 2026/3末

＜北陸＞ ＜北海道＞

＜三大都市圏＞

93,101 94,974 

41,660 43,971 

5,796 6,087 

2025/3末 2026/3末 … 2028/3末計画

140,558 145,032

64,647 66,790 

2025/3末 2026/3末

6,914 7,436 

2025/3末 2026/3末

10,835 
10,866 

2025/3末 2026/3末

利便性の向上

メイン化による決済機能の獲得強化
➢ メイン化推進運動による接点強化で

決済機能等の獲得を図る

リアルチャネルWEBチャネル

個人向けアプリ
➢ 金融、非金融機能の拡充
➢ セキュリティの向上

基盤取引の拡充

102 116 

2025/3末 2026/3末

アプリユーザー数
（万人）

法人ポータル登録先数（先）法人ポータル
➢ 決済機能の利便性向上
➢ 各種サービスのデジタル化

法人向け個人向け

仕向発信件数（千件）

712 

1,298 

2024/3末 2026/3末

ATM網の拡充
➢ 金融インフラを維持すべくATM網を拡大
➢ 「道民のATM」プロモーション強化に

より利用件数はさらに増加

自行ATM設置台数（台）

道民のATM取引件数（1台あたり）
2025/3月 2026/3月
16.8件/日 24.8件/日

59,935 
63,574 

2025/3末 2026/3末

15,226 
15,369 

2025/3末 2026/3末

給振元受件数（千件）

手数料だれでも０円(北陸銀行)
➢ コンビニATMやアプリ振込等の

手数料を無料化

※事業性の仕向発信・給振元受件数

■その他

■法人預金

■個人預金
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1,068 1,246 

1,473 
1,561 

2025/3期 2026/3期

1,023 
1,421 

205 
258 349 
400 

2025/3期 2026/3期 ・・・ 2028/3期

23

グループ一体運営の強化によりM&A収益は過去最高実績

グループ一体運営の強化

1,577

2,079

北陸銀行 北海道銀行

ほくほくコンサルティング

法人ファイナンス関連収益（百万円）

TOPICS シンガポール現地法人の設立

海外ビジネスの強化を図るため、駐在事務所を現地法人化

●件数（件）

■収益（百万円）

北海道地区のM&A件数
（売買の合計）

34
42

2025/3期 2026/3期

北陸地区のM&A件数
（売買の合計）

31
39

2025/3期 2026/3期

ビジネスマッチング商談件数/収益

➢ 北陸⇔北海道の地域経済へ
の貢献と発展を図るべく、
ほくほくビジネスマッチング
として取り組みを強化

■その他コンサル

■事業承継

■M&A

M&A・事業承継・その他コンサルティング収益（百万円）

2,695 2,545 

2025/3期 2026/3期 ・・・ 2028/3期

現地法人設立予定：2026年10月

※開業予定：2027年1月

➢ 海外進出支援、販路拡大、
M&A等のコンサルティング
業務を中心に実施

➢ 海外シンジケートローン案件の
組成支援

M&A収益
過去最高

北陸銀行
上海駐在員事務所

北陸銀行
大連駐在員事務所

北陸銀行
シンガポール駐在員事務所

北陸銀行
バンコク駐在員事務所

北陸銀行
ホーチミン駐在員事務所

北海道銀行
ウラジオストク
駐在員事務所

➢ 2行の人員を集約し、マーケット
に合わせて専門人材を柔軟に配置

➢ グループのノウハウを集約する
ことで最大限に活用できる体制へ

収益力向上～非資金利益の増強（法人コンサルティング）
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24

収益力向上～非資金利益の増強（個人コンサルティング）

マス層向け：デジタルチャネルの拡大

➢ アプリにロボアド機能、ポートフォリオ提案
機能を実装

➢ コンタクトセンターによるアフターフォロー
の強化

➢ マーケティングオートメーションツール等の
活用による長期的な資産形成を支援

富裕層向け：コンサルティングの拡大

➢ 信託や不動産などの非金融支援も含めた多様
なソリューションをワンストップで提供

➢ プライベートバンキング室を開設し富裕層
向けサービスを拡充（2026年7月予定）

拡大

超富裕層
5億円 以上

富裕層
1億円 以上

アフルエント層
5千万円 以上

マスアフルエント層
3千万円 以上

マス層
3千万円 未満

NISA残高（億円）

1,100 
1,460 

1,980 

2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末計画

セグメントごとに戦略を明確化し、顧客との接点強化を通じて預かり資産取引の拡大を目指す

24,748 
27,397 

30,000 

2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末計画

2,950 

4,333 4,600 

2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末計画

30 31 

28 26 

29 33

2025/3期 2026/3期 ・・・ 2028/3期計画

88 92 100

個人コンサルティング手数料（億円）

■ほくほくTT証券

■保険関係手数料

■投信関係手数料

ほくほくTT証券の預かり資産残高（億円）預かり資産残高（億円）

※預かり資産（預金・証券含む）30百万円以上先
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60.54%

51.82%

2026/3期 2027/3期

計画

379 389 

352 373 

65 
68 

797 
831 

2025/3期 2026/3期 2027/3期

計画

2028/3期

計画

25

中期経営計画期間

経費・OHR（億円・％）

戦略的投資

コストコントロール～戦略的投資・人的資本投資

[2行合算]

40％台後半

増加要因

950 

持続的な成長に向けた投資を行いながら、OHR40％台後半を目指す

915

[2行合算]

■税金

■物件費

■人件費

831

915

物件費
人件費 税金

人的資本

➢ キャリア採用の強化
➢ 職員の処遇改善
➢ プロフェッショナル人材への投資

成長投資

➢ 業務効率化と生産性向上に向けた生成AI/DX関連投資
➢ 預金獲得に向けたプロモーション

インフラ

➢ 金融インフラの維持とサービス向上にかかる更新投資
（店舗修繕、拠点再配置、営業店システム等）

➢ インフレに伴う事務委託費等の増加

+60程度

+15程度
+9程度

●OHR
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コストコントロール～生成AIの活用

業務効率化と営業力強化により生産性の飛躍的向上を目指す

AI技術を活用した抜本的な

業務の革新による生産性の向上

• 業務効率化による人員体制再構築

• 渉外支援による営業力強化

• AIガバナンスの強化

• 顧客へのDX・AI活用支援

生成AI基盤の導入による汎用的な業務の効率化とユーザーのAIリテラシー醸成

業務特化型AIの活用による直接的な業務の改革

AIエージェントを活用した業務プロセス全体の改善

2024年：生成AI基盤導入 対面/Web研修・勉強会

2026年：面談記録・要約2025年：融資関連書類作成

2026年：法人渉外業務支援

利用ユースケースの創出

Step 3Step 2Step 1

AI

技

術

の

進

歩

グループ全体のAIリテラシーの底上げ

➢ 生成AIの基礎リテラシーの研修受講

生成AI活用ビジョン

AIリテラシーの向上

2026年2024年 現在地

専門人材の育成

➢ 専門の教育カリキュラムを導入し、新たな価値創造ができる
人材の確保

➢ G検定の取得推進

AI戦略部の新設

➢ FG全体のAIトランスフォーメーションを統括管理する部署として
「AI戦略部」を新設（2026年6月設立予定）

新設の目的

グループ全体のAIスキル底上げ

AIガバナンスの統一化

AI戦略の策定・実行力の向上

グループ連携の強化

長期ビジョン

2027年

26

独立組織として新設

AI戦略部

営業戦略部

DXイノベーショングループ
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600 583 572

521
484

1,556 1,446 
1,632 

1,319 1,392 

235 
232 

224 

198 197 

133 
136 

125 

59 44 

1,925 
1,815 

1,982 

1,577 1,632

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末

27

資本の最適配分～政策保有株式の縮減

➢ 着実な縮減に向けて全先と対話を実施

➢ 2025年度は、政策解除・売却が一定程度進み
連結純資産対比の比率は減少

➢ 純投資株式として保有する銘柄は、売買の意思
決定を投資有価証券の所管部署に移管し管理の
うえ機動的に売却

➢ 引き続き対話を重ね、連結純資産対比20％未満を
目指して取り組んでいく

■みなし保有株式

■非上場株式

■上場株式

■みなし保有株式

■非上場株式

■上場株式

●銘柄数

●連結純資産対比

簿価残高/銘柄数（億円/社）

時価残高/連結純資産対比（億円/％）

縮減に向けた取組状況等

時価残高の上昇要因（億円）

621 
511 496 407 358 

235 
232 223 

198 
197 

133 
136 125 

59 
44 

988 
878 844 

665 
600 

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

1,577
1,632

2025/3末 2026/3末

解除・売却分

株価上昇分
1,577

1,633

246
20％未満へ 190

2028年3月末までに連結純資産対比で20％未満を目指す

30.9% 29.7% 29.8%

24.0%
22.3%
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） 39.9%

23.2%

40.5%

26.4%

39.5%
45.3%

23.7% 23.2% 22.6%
16.0%

22.7%
28.7%

普通株式

総還元性向

普通株式

配当性向

53.7 53.7 53.7 53.7 

214.8 

12.1 10.4 8.8 7.2 

44.7 47.4 49.8 61.3 

132.9 

180.6 

32.3 39.9 39.9 

99.9 

100.0 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

自己株式取得

普通株式配当

優先株式配当

優先株式取得 (億円）

普通株式配当 35円 37円 40円 50円 110円 150円

ー ー ー （中間22.5円） （中間45円） （中間75円）

（期末35円） （期末37円） （期末40円） （期末27.5円） （期末65円） （期末75円）

自己株式取得 32億円 ー 40億円 40億円 100億円 100億円

(億円）

(億円）

(億円）

（予想・公表ベース）

取得完了

株主還元の強化

28

株主還元の強化により普通株式総還元性向は着実に改善



経営基盤の強化

29
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186

428

350

2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末目標

4,592

9,862

14,454

8,662

2025/3末 ・・・ 2028/3末目標 ・・・ 2031/3末目標

➢ 各フェーズに応じた支援を実践するための
人材育成を強化

➢ 個別のニーズに応じたソリューションを提供し、
お取引先のパートナーとして伴走支援

➢ ファイナンスを通じた地域・お取引先
のサステナビリティ向上を強化

➢ 地域・お取引先のサステナビリティ推進に向け
当社が率先して取組みを進める

30

GHG排出量ネットゼロへ向け、自社の脱炭素と地域・お取引先への脱炭素支援を継続

自社の価値向上

取引先の価値向上 地域・自社のSX/GXを実践する人材の高度化

地域の価値向上

SX/GX人材（コア・ミドル）（名）

GHG排出量（Scope1、2）
■Scope2

■Scope1

SX/GX関連ソリューション収益累計額（百万円）

402

852

4,000

2025/9末 2026/3末 ・・・ 2028/3期目標

環境関連投融資実行累計額（億円）

3,293

5,276

7,000

2025/3末 2026/3末 ・・・ 2031/3末目標

エンゲージメント強化

地域産業と
お客様の未来を支える

ソリューション高度化

各フェーズに応じた
段階的支援

※2021年度からの累計

※2025年度からの累計

カーボン
ニュートラル

（単位：t-CO2）

目標達成

水準引き上げを
予定

サステナビリティ経営～SX/GX戦略
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3.47
3.58

2025/3期 2026/3期

➢ 多様化するお客さまのニーズに応える
ため、専門性を有するソリューション
人材の育成を推進

➢ エンゲージメント向上を背景に
価値創造を支える人材基盤を構築

➢ 戦略分野での即戦力人材の確保に
より成長基盤を強化

➢ 業務改革と人材の再配置を通じてミドル・バック人員のスリム化を図り、経営戦略に応じた人的資本のシフトを進める

経営基盤強化～人的資本経営

42
62

74

2024/3期 2025/3期 2026/3期

人材ポートフォリオの構築

課題解決の深化や価値創造の最大化に向けた人材ポートフォリオを構築

31

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞ
ﾌｧｲﾅﾝｽ

ｻｲﾊﾞｰ
ｾｷｭﾘﾃｨ

AI企画 ﾘｽｸ管理
高度化

富裕者
提案

本部ソリューション

本部企画・管理

戦略分野の例

フロント機能
強化

2026/3末 2031/3末

■本部ソリューション

■営業店渉外

■本部企画・管理・事務

■営業店事務

フ
ロ
ン
ト

ミ
ド
ル
・
バ
ッ
ク

2028/3末※シニア層・スタッフ層・
新入行員・外部出向等を除く

事務改革と
再配置

グループ内の
更なるシナジー効果

経営戦略に応じた
人的資本のシフト39%

21%

34% 30%
以下

20%

人員割合を
50％以上へ

業務改革と人材再配置

6%

43%
以上

7%
以上

戦略分野増強

＋150名以上

2,261 

2,500 

2026/3末 ・・・ 2028/3末計画

ソリューション人材（名） キャリア採用者数（名） エンゲージメントスコア（点）
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経営基盤強化～戦略的投資

拡
大

更なる企業価値向上に向けた投資機会を追求していく

既
存

既存 拡充

既存ビジネス
領域

オーガニック領域

インオーガニック領域

近時の取組み

➢ ソリューション領域
➢ DX・AI領域
➢ 国内外金融領域

戦略のイメージ

北陸コンピュータ・サービス㈱の持分法適用会社化(2026年4月)

＜ソリューション領域・AI領域の拡大＞

➢ 北陸エリアにおける、地元企業のDX推進を実現

➢ 当社グループの業務効率化・高度化の支援

㈱北陸カードと道銀カード㈱のカード事業統合(2026年5月公表)

＜グループシナジーの追求＞

➢ 経営資源（人材・システム等）の最適配分による効率化

➢ 営業力強化によるサービスの品質向上

新たな傘下企業や
新規事業の獲得

戦略的投資による
成長スピード加速

北海道リース㈱の持分法適用会社化(2024年10月)

＜国内金融領域の拡大＞

➢ ファイナンスの多様化による高付加価値の提供
➢ ストックビジネスの強化

商品・サービス

東京に専担者を配置(2026年4月)

・情報収集の強化と機動的な対応が可能な体制を構築顧客基盤



参考資料

33



© 2026 Hokuhoku Financial Group

）

34

143 
182 

241 

385

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

258 259 
340 

514

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

前期比

コア業務粗利益 957 196 760

資金利益 833 210 622

うち貸出金利息 666 169 496

うち有価証券利息 351 122 228

役務取引等利益 115 △ 6 122

その他（国債等債券損益除く） 8 △ 7 15

経費（△） 442 22 420

（参考）OHR 46.26% △9.03% 55.29%

コア業務純益 514 174 340

国債等債券損益 △ 173 △ 121 △ 52

実質業務純益 340 52 287

与信関係費用（△） △ 31 △ 50 19

株式等損益 129 66 63

経常利益　　 516 172 343

特別損益 △ 4 4 △ 9

法人税等（△） 126 33 92

当期純利益 385 143 241

ROE 8.97% 2.93% 6.04%

2025年度 2024年度

北陸銀行 (億円）

業績ハイライト

コア業務純益 514億円（前期比＋174億円、同＋51.2％）

貸出金利息や有価証券利息など資金利益が改善したことを主因に

前期比174億円増加。

当期純利益 385億円（前期比＋143億円、同＋59.6％）

＜ コ ア 業 務 純 益 （ 億 円 ) ＞

＜当期純利益 （ 億 円 ）＞

コア業務純益の増加に加え、株式等損益の増加や与信費用の減少に

より、前期比143億円増加。

前期比
+51.2%

前期比
+59.6%

損益概要（北陸銀行）
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87 85 

119 

178

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

192 
153 

179 

258

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

前期比

コア業務粗利益 646 90 556

資金利益 587 74 513

うち貸出金利息 568 100 468

うち有価証券利息 70 8 61

役務取引等利益 67 2 65

その他（国債等債券損益除く） △ 8 14 △ 22

経費（△） 388 11 376

（参考）OHR 60.05% △7.67% 67.72%

コア業務純益 258 78 179

国債等債券損益 △ 116 △ 85 △ 31

実質業務純益 141 △ 6 148

与信関係費用（△） △ 31 △ 80 49

株式等損益 78 41 37

経常利益　　 251 121 129

特別損益 △ 3 △ 34 30

法人税等（△） 68 28 40

当期純利益 178 59 119

ROE 8.40% 2.74% 5.66%

2025年度 2024年度

北海道銀行

業績ハイライト

コア業務純益 258億円（前期比＋78億円、同＋43.9％）

貸出金利息など資金利益が改善したことを主因に前期比78億円増加。

当期純利益 178億円（前期比＋59億円、同＋49.8％）

コア業務純益の増加に加え、株式等損益の増加や与信費用の減少に

より、前期比59億円増加。

(億円）

前期比
+43.9%

前期比
+49.8%

＜ コ ア 業 務 純 益 （ 億 円 ) ＞

＜当期純利益 （ 億 円 ）＞

損益概要（北海道銀行）
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個人預金・法人預金ともに堅調に推移し、前期末比4,474億円増加（同＋3.2％）の14兆5,032億円。

90,145 92,085 93,101 94,974 

39,102 41,435 41,660 
43,971 

6,159 
5,495 5,796 

6,087 135,406 
139,016 140,558 

145,032 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

その他

法人預金

個人預金

（+3.2%）
（+4,474億円）

預金・NCD残高（億円）

48,918 49,855 50,307 51,454 

23,658 25,178 25,368 26,934 

4,226 3,610 3,940 4,212 
76,803 78,643 79,616 82,601 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

その他

法人預金

個人預金

41,226 42,230 42,794 43,519 

15,443 16,257 16,292 17,037 
1,932 1,885 1,855 1,874 

58,603 60,373 60,941 62,431 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

その他

法人預金

個人預金

【 2行合算 】 【 北陸銀行 】

【 北海道銀行 】

預金・NCD
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41,937 42,483 45,690 47,463 

29,343 
29,960 30,833 

31,965 

24,170 23,001 

28,250 
27,740 

95,451 95,445 

104,774 
107,168 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

公金

個人ローン

事業性

事業性・個人ローンともに堅調に推移し、前期末比2,393億円増加（同＋2.3％）の10兆7,168億円。

貸出金残高（億円）

25,599 25,436 28,042 29,599 

15,473 15,956 16,595 
17,341 

10,790 10,539 
14,379 

14,764 
51,863 51,932 

59,017 61,706 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

公金

個人ローン

事業性

16,338 17,047 17,648 17,863 

13,869 14,003 14,238 14,623 

13,380 12,461 13,871 12,975 

43,587 
43,512 45,757 45,462 

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

公金

個人ローン

事業性

（+2.3%）
（+2,393億円）

【 2行合算 】 【 北陸銀行 】

【 北海道銀行 】

貸出金
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本件に係るお問い合わせ先

➢ 事前に株式会社ほくほくフィナンシャルグループの許可を書面で得ることなく本資料を転写・
複製し、又は第三者に配布することを禁止いたします。

➢ 本資料は、情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘する
ものではありません。

➢ 本資料に記載された事項の全部または一部は、予告なく修正・変更されることがあります。
➢ 本資料には、将来の業績に関する記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を

保証するものではなく、経営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。

株式会社ほくほくフィナンシャルグループ
経営企画部（担当：丸田・工藤・窪田）

TEL：076-423-7331
E-MAIL：info@hokuhoku-fg.co.jp
https://www.hokuhoku-fg.co.jp/

mailto:info@hokuhoku-fg.co.jp
https://www.hokuhoku-fg.co.jp/

